
『
紫
式
部
日
記
』
敦
成
皇
子
御
産
養
九
夜
に
つ
い
て

浜
　
口
　
俊
　
裕

は
じ
め
に

　
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
九
月
十
1
日
中
宮
藤
原
彰
子
が
一
条
天
皇

第
二
皇
子
敦
成
（
後
一
条
天
皇
）
を
出
産
す
る
と
、
十
三
日
に
中
宮
職

の

御
産
養
三
夜
、
十
五
日
に
皇
子
の
外
祖
父
左
大
臣
藤
原
道
長
主
催
の

御
産
養
五
夜
、
十
七
日
に
公
家
に
よ
る
御
産
養
七
夜
が
つ
つ
が
な
く
催

さ
れ
た
。
生
後
七
夜
ま
で
の
装
束
や
室
内
調
度
は
、
『
紫
式
部
日
記
』

（以
下
、
『
紫
日
記
』
と
略
称
）
出
産
当
日
の
御
湯
殿
の
儀
に
「
御
湯
殿

は
、
酉
の
時
と
か
。
火
と
も
し
て
、
宮
の
下
部
、
緑
の
衣
の
上
に
白
き

当
色
着
て
、
御
湯
ま
ゐ
る
。
そ
の
桶
、
据
ゑ
た
る
台
な
ど
、
み
な
白
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

覆
ひ
し
た
り
」
（
一
四
）
と
描
か
れ
た
り
、
御
産
養
三
夜
に
「
御
衣
、

御
椎
裸
。
衣
筥
の
折
立
、
入
帷
、
包
み
、
覆
、
下
机
な
ど
、
同
じ
こ
と

の
、
同
じ
白
さ
な
れ
ど
」
（
一
六
）
、
御
産
養
五
夜
に
「
女
房
八
人
、
ひ

と
つ
色
に
装
束
き
て
、
髪
上
げ
、
白
き
元
結
し
て
、
白
き
御
盤
も
て
つ

づ

き
ま
ゐ
る
」
（
一
七
）
と
あ
る
如
く
、
す
べ
て
白
色
を
基
調
に
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
生
後
八
日
目
か
ら
は
「
八
日
、
人
々
、
い

ろ
い
ろ
装
束
き
か
へ
た
り
」
（
二
一
）
と
あ
る
よ
う
に
、
衣
装
な
ど
が

白
色
か
ら
通
常
の
彩
色
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
紫
日
記
』
当
章
段
は
、
一
連
の
御
産
養
行
事
を
締
め
括
る
最
終
九

夜
の
儀
を
描
く
。
第
七
夜
ま
で
と
は
室
礼
も
衣
装
も
一
変
し
た
趣
で
の

儀
式
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
第
九
夜
の
儀
の
問
題
点
の
考
察
と
文
章

構
成
に

つ
い

て
検
討
し
て
み
た
い
。

二
　
御
産
養
九
夜

　
『
紫
日
記
』
御
産
養
九
夜
の
全
文
を
話
題
別
に
M
1
～
恥
9
に
区
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
こ
れ
に
『
栄
花
物
語
』
巻
第
八
・
は
つ
は
な
の
本
文
、
お
よ
び
関

　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
で
じ

連
す
る
『
権
記
』
『
小
右
記
』
『
不
知
記
B
C
』
の
記
文
を
加
え
た
対
照

表

を
掲
げ
る
と
、
次
の
表
1
の
如
v
で
あ
る
。
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表
1

記
号
略
a
p
　
e
－
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
黒
川
本
に
ナ
シ

【
】
ー
割
注

田

図
　
－
撤
項
に
相
当
す
る
記
文
箇
所

時

M

紫

日
記

栄
花
物
語

権
記

小
右
記

塀
右
記

府
知
記
B

呑
知
記
c

1

九

九日
の
夜
は
、
東
宮
権
大
夫
仕
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
。

十
九
日
、
丙
子
、
参
内
、

十
九限
有
二
人
贅
子
敷
】
、

十
九今
夜
事
春
宮

夫
所
奉
仕
也
、

さ
ま
こ
と
に
ま
た
し
た
ま
へ
り
。
今
宵
は
上
達
部
御
簾
の
際
に
ゐ
た
ま
へ
り
。

Z

十
九

十
九

2

白
き
御
厨
子
一
具
に
ま
ゐ
り
据
ゑ
た
り
。

白
き
御
厨
子
一
双
に
ま
ゐ
り
据
ゑ
た
り
。

田

3

儀
式
、
い
と
様
異
に
い
ま
め
か
し
。

儀
式
い
と
さ
ま
こ
と
に
今
め
か
し
。

田今日春
宮
権
大
夫
被
儲
御
膳
井
威
儀
御
膳
饗
、
屯
食
・
突
重
・
碁
手
等
、
御
膳
作
法
皆
同
前
日
、

銀

の

舶
朔
昨
弘
寛

4

称

称
物
忌
之

図
但
威

用
銀
盤
、
又
御
厨
子
二
脚
用
白
木
大
螺
鋼
、

5

今
宵
は
、
表
朽
木
形
の
几
帳
、
例
の
様
に
て
、

今
宵
は
御
几
帳
み
な
例
の
さ
ま
に
て
、

6

人々
は
濃
き
う
ち
物
を
上
に
着
た
り
。
め
づ
ら
し
く
て
心
に
く
く
、
な
ま
め
い
て
見
ゆ
。

人々
農
き
う
ち
き
を
ぞ
着
た
る
。
め
づ
ら
し
く
な
ま
め
き
て
、

公

7

透きた
る
唐
衣
ど
も
に
、
つ
や
つ
や
と
お
し
わ
た
し
て
見
え
た
る
、

透き
た
る
唐
衣
ど
も
、
つ
や
つ
や
と
押
し
わ
た
し
て
見
え
た
り
。

8

ま
た
、
人
の
姿
も
さ
や
か
に
ぞ
見
え
な
さ
れ
け
る
。

9

こ

ま
の
お
も
と
と
い
ふ
人
の
恥
見
は
べ
り
し
夜
な
り
。
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こ
の
表
か
ら
窺
え
る
事
柄
を
指
摘
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
1
）
『
紫
日
記
』
M
1
～
M
9
の
全
文
を
保
有
す
る
文
献
は
他
に
な

い
。
『
日
記
絵
詞
』
は
当
該
章
段
の
詞
書
と
絵
画
を
す
べ
て
欠
く
。
ま

た

『
栄
花
物

語
』
は
、
M
Z
に
独
自
記
事
を
有
す
る
ほ
か
、
M
o
o
・
M

9
の
記
事
を
欠
い
て
い
る
。

（
2
）
『
栄
花
物
語
』
M
Z
の
記
事
は
、
M
1
の
直
前
に
『
紫
日
記
』

『
栄
花
物
語
』
共
に
「
八
日
、
人
々
色
々
に
装
束
き
か
へ
た
り
」
（
『
栄

花
物
語
』
に
よ
る
）
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
生
後
八
日
目
に
当
色
の
白

一
色
か

ら
通
常
の
多
彩
な
衣
装
に
着
替
え
た
こ
と
を
記
し
た
の
で
、
こ

の

第
九
夜
の
様
相
が
こ
れ
ま
で
の
第
三
夜
、
第
五
夜
、
第
七
夜
と
一
変

し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、
『
栄
花
物
語
』
作
者
に
よ
る
独

自
な
加
筆
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。



（
3
）
九
夜
の
儀
は
『
不
知
記
B
』
に
「
刻
限
有
御
湯
殿
事
以
駈
馳
虻

献
談
預鍛、

今
日
春
宮
権
大
夫
被
儲
御
膳
井
威
儀
御
膳
饗
、
屯
食
．
突

重
・
碁
手
等
、
御
膳
作
法
皆
同
前
日
」
と
見
ら
れ
る
如
く
、
御
湯
殿
の

儀
の
後
に
、
御
産
養
の
儀
が
あ
り
、
春
宮
権
大
夫
藤
原
頼
通
が
中
宮
の

御
膳
物
、
威
儀
の
御
膳
、
公
卿
や
侍
臣
の
饗
、
地
下
の
官
人
の
屯
食
、

女
房
の
衝
重
、
碁
手
紙
な
ど
を
儲
け
た
。
御
膳
の
作
法
や
饗
の
座
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

法

は
み
な
第
七
夜
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
時
に
従
三
位
、
十
七
歳
の
頼
通

が
九
夜
の
儀
の
経
営
者
に
な
っ
た
の
は
、
中
宮
彰
子
の
同
母
弟
で
あ
る

親
眠

な
間
柄
に
加
え
て
、
敦
成
皇
子
の
叔
父
と
い
う
血
縁
の
強
い
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

に

よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
寛
弘
五
年
の
事
例
が
後
世
の
『
山

椀

記
』
治
承
二
年
八
月
二
日
条
、
言
仁
皇
子
（
安
徳
天
皇
）
御
産
定
の

御
産
養
「
夜
々
事
」
に
、

　
　
三
夜
本
宮
蕩
也

　
　
五夜
后
父
又
流
例
也

　
　
七
夜
公
家
又
例
也

　
　
九
夜
親
砦
算
公
禦
。
也

と
あ
る
如
く
、
第
九
夜
の
「
親
眠
后
宮
井
公
卿
等
也
」
と
い
う
流
儀
に

定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
　
御
厨
子

二

具
」
は
誤
用

　
前
掲
の
表
1
M
2
に
「
白
き
御
厨
子
一
旦
ハ
に
」
と
あ
る
本
文
は
、
現

存
諸
伝
本
中
最
善
本
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
黒
川
真
道
旧
蔵
本
『
紫
日
記
』

に

は
、
す
べ
て
仮
名
書
き
で
「
し
ろ
き
み
つ
し
ひ
と
よ
う
ひ
に
」
と
あ

る
。
こ
の
「
み
つ
し
」
は
、
御
産
養
五
夜
の
「
白
木
三
階
御
厨
子
二
脚
」

ホ（『
不
知
記

B
』
寛
弘
五
年
九
月
一
五
日
条
）
の
如
v
、
白
木
の
三
階
脚

付
き
置
き
戸
棚
で
、
中
段
と
下
段
に
両
開
き
の
扉
が
あ
る
御
厨
子
で
あ

ろ
う
。
「
ひ
と
よ
う
ひ
」
と
は
、
そ
の
御
厨
子
が
二
脚
一
対
で
置
か
れ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
「
ひ
と
よ
う
ひ
」
を
近
年
の
校
注
書
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
こ

　
　
白
き
御
厨
子
ひ
と
よ
う
ひ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

　
　
白
き
御
厨
子
一
よ
う
ひ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
白
き
御
厨
子
一
隻
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　
　
白
き
御
厨
子
一
具
に

の

如
く
、
す
べ
て
仮
名
書
き
の
も
の
か
ら
、
「
一
隻
（
ま
た
は
二
双
」
）
」

や

Fl
具
」
の
漢
字
を
当
て
る
も
の
な
ど
各
様
で
あ
る
。
な
お
『
栄
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

物

語
』
で
は
、
「
白
き
御
厨
子
一
双
に
」
と
あ
り
、
二
隻
（
ま
た
は

コ
双
」
）
」
の
漢
字
を
用
い
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
『
紫
日
記
』
に
は
、
御
産
養
五
夜
に
、
寝
殿
東
廟
南

第
二
間
の
東
妻
戸
内
側
に
設
け
た
御
湯
殿
の
南
側
す
な
わ
ち
南
第
一
間

と
の
境
に
隔
て
の
屏
風
を
立
て
て
、
そ
れ
と
背
中
合
わ
せ
に
南
向
き
に

立
て
た

屏
風
の
南
側
に
、
前
掲
の
白
木
三
階
の
御
厨
子
棚
「
ひ
と
よ
う

ひ
」
を
置
き
、
そ
の
上
に
威
儀
の
御
膳
を
陳
列
し
た
と
あ
り
、
校
注
書

に

は
そ
の
白
き
御
厨
子
「
ひ
と
よ
う
ひ
」
を
、

　
　
　
　
　
　
　
セ
　

　
　
ひ
と
よ
う
ひ

　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
一
よ
う
ひ

　
　
　
ハ
ね
　

　
　
一
讐

　
　
　
　
ロ
　

　
　
一
旦
ハ

一
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と
し
、
漢
字
で
は
r
l
　
w
w
　
（
ま
た
は
「
一
双
」
）
」
あ
る
い
は
コ
具
」

を
当
て
る
。
ま
た
『
紫
日
記
』
で
は
、
古
歌
集
や
物
語
類
を
収
め
た
厨

子
が

虫
の
巣
に
な
っ
た
記
事
に
も
「
大
き
な
る
厨
子
一
よ
う
ひ
に
」

（
五

三
）
と
あ
り
、
こ
の
コ
よ
う
ひ
」
に
漢
字
を
用
い
た
校
注
書
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

ご
く
少
数
だ
が
、
「
一
隻
（
ま
た
は
コ
双
」
）
」
を
当
て
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
紫
日
記
』
の
校
注
書
で
は
厨
子
「
ひ
と
よ
う
ひ
」
に

漢
字
を
当
て
る
場
合
、
コ
隻
（
ま
た
は
コ
双
」
）
」
と
三
具
」
の

二
説
が
通
行

し
て
い
る
。
因
み
に
、
『
宇
津
保
物
語
』
で
は
故
式
部
卿

宮
の
中
の
君
が
左
大
将
雅
兼
の
勧
め
で
三
条
殿
に
転
居
し
た
と
き
置
か

れ

て
い

た

高

さ
四
尺
と
三
尺
の
御
厨
子
や
二
階
厨
子
な
ど
に
つ
い
て
、

　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
ひ
　
　
　
　
　
　
ひ
と
よ
う
ひ

　
　
外
に
は
四
尺
の
御
厨
子
三
具
、
三
尺
の
一
具
、
覆
ひ
し
た
り
。

　
　
さ
て
そ
れ
に
も
、
鎖
、
鍵
あ
り
。
開
け
て
見
た
ま
へ
ば
、
男
、
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
よ
う
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
の

御
調
度
、
二
階
一
具
、
覆
ひ
し
て
、
硯
の
具
な
ど
あ
り
。
大

　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
よ
う
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
い

な
る
厨
子
一
旦
ハ
、
l
つ
に
は
唐
物
、
い
と
よ
う
し
置
き
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蔵
開
下
）

と
あ
り
、
校
注
書
で
は
F
l
よ
う
ひ
」
の
本
文
に
F
l
具
」
の
漢
字
を

　
　
　
　
　
　
ザ

当
て
て
い
る
。

　
ま
た
『
源
氏
物
語
」
で
も
、
正
月
元
旦
十
一
歳
の
姫
君
（
紫
の
上
）

が
高
さ
三
尺
の
御
厨
子
一
対
に
雛
の
遊
び
道
具
を
並
べ
る
件
に
、

　
　
　
　
　
み
つ
し
ひ
と
よ
う
ひ
　
し
な
じ
な

　
　
三
尺
の

御
厨
子
一
旦
ハ
に
品
々
し
つ
ら
ひ
す
ゑ
て
、
ま
た
、
小
さ

　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
き
屋
ど
も
作
り
集
め
て
奉
り
た
ま
へ
る
を
、
　
　
　
　
（
紅
葉
賀
）

と
あ
り
、
御
厨
子
「
ひ
と
よ
う
ひ
」
k
J
　
F
I
具
」
の
漢
字
を
当
て
る
校

　
　
　
　
ハ
ガ
　

注
書
が
多
い
。

　
以
上
、
『
紫
日
記
』
『
宇
津
保
物
語
』
『
源
氏
物
語
」
の
厨
子
「
ひ
と

よ
う
ひ
」
の
事
例
を
瞥
見
し
た
が
、
校
注
書
で
の
漢
字
表
記
は
、
二

具
」
な
い
し
二
隻
（
ま
た
は
「
一
双
」
）
」
の
二
説
あ
り
、
r
l
具
」

説
が
今
日
の
趨
向
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
F
一
具
」
は
室
町
末
期
の
文
明
本
『
節
用
集
』
伊
・
言
語
に
コ
具
」

と
あ
る
が
、
一
体
、
厨
子
「
ひ
と
よ
う
ひ
」
に
r
l
具
」
の
漢
字
を
当

て

て
い

る
根
拠
は
何
か
。
そ
の
詳
細
は
審
ら
か
で
な
い
が
、
憶
測
を
逞

し
う
す
れ
ば
江
戸
時
代
後
期
の
伊
勢
貞
丈
著
『
貞
丈
雑
記
』
巻
十
五
・

物
数
之
部
に
述
べ
ら
れ
た
、
次
の
如
き
⑧
⑮
◎
が
誤
用
さ
れ
て
今
日
に

及
ん

で
い

る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
③
　
一
、
一
旦
ハ
と
云
は
、
何
に
て
も
対
に
揃
ひ
た
る
物
を
云
。
ゆ

　
　
　
か

け
、
行
縢
、
す
あ
ふ
袴
、
肩
衣
は
か
ま
な
ど
の
類
は
、
　
一
旦
ハ

　
　
　
と
云
。
（
句
読
点
は
稿
者
に
よ
る
。
以
下
、
⑤
◎
も
同
じ
）

　
　
⑮

一
、

屏
風
か

た
く
を
一
ひ
ら
と
云
端
紙
鑓
わ
ま
、
又
一
隻
と

　
　
　
云

呉認
と
。

　
　
◎

1、
屏

風
一
よ
う
ひ
と
は
、
一
双
の
事
也
↑
ほ
殴
魏
齢
。
手

　
　
　墾
よ
う
ひ
麟
働
語
、
み
つ
し
二
よ
う
ひ
瓢
、
皆
一
対
に
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
こ

　
　
　
の

事
也
。
日
本
記
に
一
旦
ハ
の
字
を
一
よ
う
ひ
と
よ
ま
せ
た
り
。

　
　
　
物
の
具
足
し
た
る
を
よ
う
ひ
と
云
也
。
鎧
を
よ
う
ひ
と
云
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　

　
　
　
小
道
具
ま
で
そ
ろ
ひ
具
し
た
る
心
也
。

　
右
⑧
に
は
、
一
揃
い
、
一
対
の
も
の
を
二
具
」
と
称
し
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
が
け
　
む
か
ば
き

指
摘
す
る
が
、
事
例
に
挙
る
諜
、
行
縢
、
蘇
芳
袴
、
肩
衣
袴
は
、
ど
れ

も
身
体
に
着
け
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
調
度
品
の
厨
子
「
ひ
と
よ
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ろ
ひ
」
に
コ
旦
ハ
」
を
適
用
す
る
際
の
根
拠
と
し
て
は
、
適
切
な
条
件

を

満
た

し
て
い
る
と
言
い
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
次
に
⑥
及
び
◎
で
は
、

青
表
紙
本
系
統
『
源
氏
物
語
』
東
屋
の
諸
本
に
「
屏
風
の
ひ
と
ひ
ら
た
s

ま
れ
た
る
よ
り
心
に
も
あ
ら
て
み
ゆ
る
な
め
り
」
と
あ
る
傍
線
部
が
屏

風
一
隻
の
第
一
扇
ま
た
は
第
六
扇
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
の
中
で
、
二
隻

一
対
の
屏
風
を
二
よ
う
ひ
と
は
一
双
也
」
コ
よ
う
ひ
と
は
一
双
の

事
也
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
二
よ
う
ひ
」
k
J
　
F
I
双
」
の
漢
字
を
用

い

て

い

る
『
貞
丈
雑
記
』
の
識
見
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
◎

で

は
、
青
表
紙
本
系
統
『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
の
諸
本
に
「
ら
て
ん
の

み

つ

し
ふ
た
よ
う
ひ
に
御
こ
ろ
も
は
こ
よ
つ
す
へ
て
」
、
も
し
く
は
同

巻

「
を
き
物
の
み
つ
し
ふ
た
よ
う
ひ
た
て
s
御
て
う
と
s
も
れ
い
の
こ

と
な
り
」
の
傍
線
部
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
「
み
つ
し
二
よ
う
ひ
嚇
舐

皆
l
対
仁
ッ
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
御

厨
子
の

助
数
詞
F
よ
う
ひ
」
に
、
F
具
」
の
漢
字
を
適
用
し
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
こ

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
で
『
貞
丈
雑
記
』
は
「
日
本
記
に
一
具
の
字
を

一
よ
う
ひ
と
よ
ま
せ
た
り
」
と
説
く
が
、
実
は
『
日
本
書
紀
』
に
厨
子

の

助
数
詞
記
事
は
一
例
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ

こ
で
、
あ
ら
た
め
て
『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
助
数
詞
三
具
」

を
対
象
に
し
て
、
ど
の
よ
う
に
訓
ま
れ
て
い
る
か
検
討
し
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

　
　
⑥
垂
仁
天
皇
三
年
（
前
二
七
）
三
月
条

　
　
　
将
来
る
物
は
、
羽
太
玉
一
箇
・
足
高
玉
一
箇
・
鵜
鹿
鹿
赤
石
玉

　
　
　
一
箇
・
出
石
小
刀
一
口
’
出
石
樟
一
枝
・
日
鏡
一
面
・
熊
神
籠

　
　
　
ひ
と
そ
な
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
一
具
、
井
せ
て
七
物
あ
り
。

　
　
◎
推
古
天
皇

三
一
年
（
六
二
三
）
七
月
条

　
　
　
乃

り
て
仏
像
一
旦
ハ
と
金
塔
井
せ
て
舎
利
、
且
大
観
頂
幡
一
具
・

　
　
　
小
幡
十
二
条
と
を
貢
る
。

　
　
①
天
武
天
皇
五
年
（
六
七
六
）
八
月
一
六
日
条

　
　
　
以
外
は
郡
司
、
各
刀
一
口
・
鹿
皮
一
張
・
鑓
一
口
・
刀
子
1
口
’

　
　
　
鎌
一
口
・
矢
l
旦
ハ
・
稲
一
束
と
す
。

　
　
⑧
天
武
天
皇
一
四
年
（
六
八
五
）
十
i
l
月
一
九
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
そ
ひ

　
　
　
皇
后
の
命
を
以
ち
て
、
王
卿
等
五
十
五
人
に
、
朝
服
各
一
具
を

　
　
　
賜
ふ
。

　
　
⑤
持
統
三
年
（
六
八
九
年
）
正
月
九
日
条

　
　
　
越
の

蝦
夷
沙
門
道
信
に
、
（
中
略
）
綿
五
屯
、
布
一
十
端
、
鍬

　
　
　
一
十
枚
、
鞍
一
具
を
賜
ふ
。

　
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
⑥
食
物
、
◎
仏
像
と
幡
、
①
矢
、
⑧
衣
服
、

⑪
鞍
に
助
数
詞
コ
具
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
⑥
◎

の

　
r
l
具
」
は
、
天
正
か
ら
慶
長
年
間
の
書
写
と
さ
れ
る
国
学
院
大
学

図
書
館
蔵
伝
藤
波
種
忠
筆
の
仮
名
本
『
日
本
書
紀
第
六
垂
妄
皇
』
（
貴
1
7
＿

3
2
）
や
国
会
図
書
館
蔵
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
刊
記
本
『
日
本
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

紀
』
（
W
A
7
　
1
2
0
　
5
）
、
あ
る
い
は
近
年
の
校
注
本
に
「
ひ
と
そ
な
へ
」

と
訓
む
が
、
最
近
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
は
◎
を
「
ぐ
」
と
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

む
。
①
「
矢
l
具
」
の
「
旦
ハ
」
は
、
従
来
「
よ
ろ
い
」
「
よ
う
ひ
」
「
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ひ
」
「
そ
ろ
ひ
」
な
ど
種
々
の
訓
み
が
あ
る
が
、
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
本
で
は
「
ぐ
」
と
訓
む
。
⑧
の
衣
装
で
は
、
前
記
国
学
院
大
学
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カ
　

図
書
館
蔵
仮
名
本
に
「
そ
な
へ
」
と
仮
名
書
き
す
る
が
、
校
注
本
で
は

　
　
　
ハ
お
　

F
よ
そ
ひ
」
と
訓
む
の
が
通
行
し
て
い
る
。
⑪
「
鞍
一
旦
ハ
」
の
「
具
」

　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
従
来
「
そ
な
へ
」
な
い
し
「
よ
そ
ひ
」
と
訓
ま
れ
た
が
、
新
編
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

本
古
典
文
学
全
集
本
で
は
「
ぐ
」
と
訓
ん
で
い
る
。

　
要
す

る
に
、
『
日
本
書
紀
』
で
の
助
数
詞
「
旦
ハ
」
に
は
、
従
来
「
そ

な
へ
」
「
よ
う
ひ
」
「
よ
そ
ひ
」
「
そ
ろ
ひ
」
「
ぐ
」
な
ど
種
々
の
訓
み
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

見

ら
れ
、
『
貞
丈
雑
記
』
に
「
日
本
記
に
一
具
の
字
を
一
よ
う
ひ
と
よ

ま
せ
た
り
」
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
『
日
本
書
紀
』
に
そ
の
事
例
を
ほ
と

ん

ど
見
出
し
が
た
く
、
か
ろ
う
じ
て
「
矢
l
具
」
に
そ
の
訓
み
の
一
端

が

窺
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
希
に
矢
二
具
」
を
「
ひ
と
よ
う

ひ
」
と
訓
む
事
例
を
以
て
、
『
紫
日
記
』
の
御
厨
子
「
ひ
と
よ
う
ひ
」

に

漢
字
二
具
」
を
当
て
る
こ
と
は
甚
だ
説
得
力
に
乏
し
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
一
体
、
史
料
で
は
厨
子
の
助
数
詞
を
ど
の
よ
う
に
記
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
六
国
史
に
見
出
せ
る
の
は
『
続
日
本
後
紀
』
だ
け
で
、
次
の
三

例
で
あ
る
。

　
　
①
仁

明
天
皇
天
長
一
〇
年
（
八
三
三
）
十
1
月
l
七
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

　
　
　
悠
紀
献
二
屏
風
冊
帖
一
。
主
基
献
二
御
挿
頭
花
二
机
。
和
琴
二
机
。

　
　
　
厨
子
十
基
。
屏
風
廿
帖
一
。

　
　
②
仁
明
天
皇
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
十
月
二
三
日
条

　
　
　
嵯
峨
太
皇
太
后
遣
レ
使
奉
レ
賀
二
天
皇
冊
宝
算
一
也
o
其
献
物
。
黒

　
　
　
漆
平
文
厨
子
十
基
。
壁
彩
（
中
略
）
黒
漆
厨
子
六
基
。
難
噸
（
中

　
　
　略
）
黒
漆
棚
厨
子
冊
基
。
甜
轄
盛
礁
栴
酷
繊
二

　
　
③
仁

明
天
皇
嘉
祥
二
年
十
一
月
二
二
日
条

　
　
　
御
厨
子
四
前
。
一
喘
ガ
鍵
瓶
頑
雑
吃
耐
麹
蕎
畑
緬
箪
二
御
装
束
机

　
　
　＋
前
。
黒
漆
棚
厨
子
四
零
瑠
菓

　
『
続
日
本
後
紀
」
で
は
厨
子
の
助
数
詞
に
「
基
」
や
r
前
」
を
用
い

て
い

る
。
中
で
も
③
の
記
文
に
は
「
前
」
と
r
基
」
の
書
き
分
け
が
見

ら
れ
る
。
「
前
」
は
対
の
厨
子
数
、
F
基
」
は
対
で
な
い
数
と
見
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
奈
良
朝
期
の
正
倉
院
文
書
か
ら
も
二
、
三
例
挙
げ
る
と
、

天
平
勝
宝

七
年

（
七
五

五
）
に
収
載
さ
れ
る
「
仏
像
雑
具
請
用
帳

妊
論院
」
（
続
修
後
集
六
・
裏
書
）
に
、

　
　
④
毘
盧
舎
那
仏
一
躯
屏
風
者
　
樫
台
一
基
樫
楊
足
机
一
前
敷
紫
綾
褥

　
　
　
　
紫
羅
蓋
一
覆
　
納
扮
厨
子
一
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
　
右
、
天
平
勝
宝
七
歳
十
一
月
廿
六
日
、
自
外
嶋
院
請
来
、

と
あ
る
ほ
か
、
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
八
月
三
〇
日
付
の
「
阿
弥

陀
悔
過
料
資
材
帳
味
欺
寺
文
圭
日
」
に
も
、

　
　
⑤

F堂
」
厨
子
一
基
漆
高
二
尺
三
寸
長
二
尺
三
寸
広
一
尺
三
寸

　
　
　
　

（中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

　
　　
r
堂
」
厨
子
一
基
文
醐
銀
距
駅
金
鉱
等
駅
五
討
二
酪
虻
駅
紅
ゴ
枚
在
鉄

と
あ
り
、
「
基
」
が
厨
子
の
助
数
詞
と
し
て
広
く
通
用
し
た
。
ま
た
斉

衡
三
年

（八
五
七
）
六
月
二
五
日
東
大
寺
曝
涼
使
解
の
「
雑
財
物
実
録
」

に
、　
　
⑥
牙
笏
一
枚
　
長
一
尺
二
寸
二
分
、
本
広
一
寸
九
分
、
（
中
略
）

　
　
　
樺
纏
尺

八
一
管
　
刻
雛
尺
八
1
管
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れ
　

　
　
　
　
　
右
、
納
厨
子
一
合
、

と
見
え
る
「
合
」
も
厨
子
の
助
数
詞
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
『
延
喜
式
』
に
見
ら
れ
る
厨
子
の
助
数
詞
は
、

　
　
⑦
巻
十

四
、
縫
殿
寮
・
年
料
雑
物

　
　
　細
布
十
端
一
丈
八
尺
。
劫
端
購
酬
棚
晦
蹴
醐
強
酬
甑
牛
喘
一

　
　
⑧
巻
十
七
、
内
匠
寮
・
厨
子

　
　
　厨
三
基
。
謳
罫
藍
誤
砿
渠

の

二
例
で
、
い
ず
れ
も
「
基
」
を
単
位
に
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
長
承
三
年
（
一
＝
二
四
）
頃
の
増
補
再
編
と
さ
れ
る
『
東
大

寺
要
録
」
で
も
厨
子
の
助
数
詞
は
、
次
の
如
く
「
基
」
で
あ
る
。

　
　
⑨
巻
第

四
・
諸
院
章
第
四
附
神
社

　
　
　
一
、
北
阿
弥
陀
堂
　
在
厨
子
二
基
綾
槻

　
　
⑩
巻
第

四
・
諸
院
章
第
四
附
神
社

　
　
　
白
槻
厨
子
一
基

　
　
⑪
巻
第
四
・
諸
院
章
第
四
附
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
花
厳
経
四
部
　
三
部
八
＋
経
納
絵
厨
子
一
基

　
次
に
、
平
安
時
代
中
期
よ
り
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
男
性
官
人
の
日
記

か

ら
厨
子
の
助
数
詞
記
事
を
摘
記
し
て
分
類
す
る
と
、
次
の
（
A
）
～

（
C
）
の
三
種
類
で
あ
る
。

　
（
A
）
基

　
　
⑫

『
貞
信
公
記
』
承
平
四
年
（
九
l
l
l
四
）
十
二
月
九
日
条

　
　
　奉
仕議
響
、
御
厨
子
六
麹
、
響

　
　
⑬

『
九
暦
』
’
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
七
月
二
四
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
　
即
奏
事
由
、
被
給
棚
厨
子
一
基
、

⑭

『
不
知
記

A
』
寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）
年
九
月
一
五
日
条

　
　
棚
厨
子
二
基
立
、

⑮

『御
堂
関
白
記
』
m
a
L
l
l
i
l
l
t
i
　
（
　
1
　
O
　
1
九
）
三
月
二
日
条

　
　
ご
み
　
　
モ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
東
宮
御
元
服
御
厨
子
二
基

（
B
）
隻
（
又
は
「
双
」
）

⑯

『
吏
部
王
記
』
延
長
四
年
（
九
l
　
六
）
六
月
六
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　
　
頃
之
宮
蔵
人
等
昇
白
木
棚
厨
子
一
隻
到
南
縁
、

⑰

『
青
標
昏
』
延
長
四
年
（
九
l
　
六
）
六
月
＝
二
日
条

　
　
威
儀
御
厨
子
一
隻
、

⑱

『
御
堂
関
白
記
』
e
i
R
R
s
七
u
r
　
（
1
　
o
1
o
）
八
月
二
九
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
　
作
棚
厨
子
二
維
又
、

⑲

『
小
右
記
」
g
m
R
g
l
l
l
u
r
　
（
1
　
O
l
八
）
－
（
月
l
1
0
日
条

二
塾
竃
竃
鍵
子
鰹
麟
購
騨
ザ

　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
厨
子
一
隻
、

　
⑳
『
中
右
記
」
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
十
1
月
二
二
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
　
又
悠
紀
所
進
之
二
階
厨
子
一
隻
、

⑳

『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
五
年
（
一
〇
九
D
十
月
二
五
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

　
　
東
屏
風
前
立
二
階
厨
子
一
隻
、

⑳

『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
七
年
（
一
〇
九
l
i
l
）
二
月
二
二
日

　
　
其
前
立
二
階
御
厨
子
二
隻
、
上
層
筥
為
二
具
、
下
層
二
具
、

　
　
（
中
略
）
御
帳
東
丑
寅
角
立
亘
五
尺
御
屏
風
二
帖
、
其
前
立
二
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が
　

　
　
階
御
厨
子
一
隻
、
（
中
略
）
東
屏
風
前
立
二
階
厨
子
一
隻
、

　
⑳

『
源
礼
記
委
記
』
元
永
二
年
（
＝
一
九
）
六
月
七
日
条

　
　
白
木
御
厨
子
一
隻
四
尺
（
中
略
）
供
威
儀
御
膳
、
宮
司
昇
白
木

　
　
御
厨
子
一
隻
、
立
寝
殿
坤
角
間
、

（
C
）
脚

⑳

『
青
繧
需
』
延
長
四
年
（
九
二
六
）
六
月
五
日
条

　
　
自
東
宮
有
送
物
養
産
事
、
其
物
白
棚
厨
子
二
脚
、

⑳

『
小
右

記
』
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
十
月
1
八
日
条

　
　
螺
釦
二
階
厨
子
二
脚
・
同
御
櫛
筥
一
隻

⑳

『
小
右

記
』
寛
弘
五
年
（
一
o
o
八
）
九
月
1
五
日
条

　
　
御
厨
子
二
脚
白
木
、

⑳

『
不
知
記

B
』
寛
弘
五
年
九
月
一
九
日
条

　
　
又
御
厨
子
二
脚
用
白
木
大
螺
鋼
、

⑳

『
御
堂
関
白
記
」
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
正
月
三
日
条

　
　
西
二
間
東
面
立
四
尺
蒔
画
御
厨
子
一
脚
、

⑳

『
小
右

記
』
長
元
二
年
（
l
o
二
九
）
二
月
五
日
条

　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
吉
夕
有
関
白
御
養
産
事
、
白
木
棚
厨
子
二
脚
、

⑳

『
中
右
記
』
寛
治
四
年
（
一
〇
九
O
）
三
月
二
五
日
条

　　

供
轟
五
大
葺
羅
竪
魏
轟
噸
顛
醇
を
幽
以

⑳
『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
七
月
一
九
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
又
昼
御
座
大
床
子
二
脚
・
其
上
御
厨
子
二
脚

⑳

『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
十
二
月
九
日
条

　
　
雛
懸
御
簾
、
御
厨
子
四
脚
不
立
、

　
　
⑬

『経
俊
卿
記
』
建
長
三
年
（
一
1
l
k
！
　
1
　
）
六
月
二
七
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　
　
　
又
立
御
厨
子
一
脚
（
中
略
）
萩
戸
立
御
厨
子
二
脚
、

　

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
明
瞭
な
よ
う
に
平
安
中
期
か
ら
鎌
倉
期
の
記
録

に

見
ら
れ
る
厨
子
の
助
数
詞
は
、
「
基
」
「
隻
（
又
は
「
双
」
）
」
「
脚
」

の

三
種
類
で

あ
る
。
「
基
」
は
奈
良
時
代
か
ら
の
単
位
で
、
対
に
な
っ

て
い

な
い
個
々
の
厨
子
の
数
を
表
わ
し
、
平
安
時
代
以
降
も
継
続
し
て

用
い
ら
れ
た
。
こ
の
「
基
」
に
加
え
て
、
平
安
時
代
に
は
新
た
に
「
脚
」

も
併
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
御
厨
子
が
四
本
の
脚
付
き
の
置
き
戸
棚
で
あ
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
と
見
ら
れ
、
「
基
」
と
同
じ
く
対
に
な
っ
て
い
な

い

厨
子
の
数
を
表
わ
し
た
。
ま
た
、
一
対
の
厨
子
に
つ
い
て
は
、
新
た

に

「
隻

（又
は

「
双
」
）
」
の
助
数
詞
が
広
が
り
を
見
せ
た
。

　
以
上
、
奈
良
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
及
ぶ
厨
子
の
助
数
詞
を
瞥
見
し

た
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
御
厨
子
に
助
数
詞
「
旦
ハ
」
と
い
う
単
位
が
な

か

っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
紫
日
記
』
や
『
宇
津
保
物

語
』
『
源
氏
物
語
」
の
校
注
書
に
、
御
厨
子
コ
旦
ハ
」
と
表
記
す
る
の

は
平
安
時
代
の
慣
用
に
徴
し
て
誤
用
で
あ
り
、
肯
け
な
い
。
本
稿
で
当

面
問
題
に
し
て
き
た
『
紫
日
記
』
の
「
ひ
と
よ
う
ひ
」
は
、
漢
字
を
当

て

る
場
合
、
夙
に
『
貞
丈
雑
記
』
の
コ
よ
う
ひ
と
は
一
双
也
」
二

よ
う
ひ
と
は
一
双
の
事
也
」
と
同
じ
く
、
二
隻
（
ま
た
は
コ
双
」
）
」

と
す
る
校
注
書
が
正
鵠
を
射
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

　
儀
式
、
い
と
様
異
に
い
ま
め
か
し

『
紫

日
記
』
に
「
儀
式
、
い
と
様
異
に
い
ま
め
か
し
」
と
あ
る
「
儀
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ハ
ロ
　

式
」
に
つ
い
て
は
従
来
、
④
御
祝
品
の
飾
り
や
様
式
、
◎
尋
常
の
装
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

に

替
わ

っ

た

御
産
養
九
夜
の
儀
式
、
◎
威
儀
の
御
膳
を
御
厨
子
に
据
え

　
　
　
　
　
　
ロ
　

た

作
法
の

内
容
と
見
る
説
が
あ
る
。
校
注
書
の
多
く
は
◎
に
よ
る
が
、

作
法
の
具
体
的
な
内
容
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
。
こ
の
「
儀
式
」
は
、

直
前
の
「
白
き
御
厨
子
一
具
に
ま
ゐ
り
据
ゑ
た
り
」
を
承
け
た
展
開
で

　
　
　
　
ポ

あ
り
、
『
不
知
記
B
』
の
御
産
養
九
夜
に
は
「
今
日
春
宮
権
大
夫
被
儲

御
膳
井
威
儀
御
膳
饗
、
屯
食
・
突
重
・
碁
手
等
、
御
膳
作
法
皆
同
前
日
、

但
威
儀
御
膳
六
十
圷
、
皆
用
銀
盤
、
又
御
厨
子
二
脚
用
白
木
大
螺
細
」

と
あ
る
。
御
膳
の
作
法
は
第
七
夜
に
皆
同
じ
だ
っ
た
の
で
、
「
い
と
様

異

に
」
と
い
う
批
評
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
よ
う
。
そ
う
し
た
九
夜
の
儀

礼
の
中
で
異
例
だ
っ
た
作
法
は
、

　
　
θ
威
儀
の
御
膳
⊥
ハ
十
圷
を
皆
銀
般
皿
に
成
皿
っ
た
こ
と

　
　
O
威
儀
の
御
膳
を
白
木
に
大
螺
鋼
を
施
し
た
御
厨
子
二
脚
に
据
え

　
　
　
た
こ
と

の

二
点
で
あ
る
。
θ
の
威
儀
の
御
膳
は
、
敦
成
皇
子
御
産
養
五
夜
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

r供
威
儀
御
膳
、
盛
花
盤
艇
粁
跡
飲
」
（
『
小
右
記
』
）
、
お
よ
び
「
次
供

威
儀響
豊
鵬
課
轟
礁
、
菓
子
．
干
物
六
＋
圷
螺
籠
羅

鋤
纈
」

（『
不
知
記

B
』
）
と
あ
る
ほ
か
、
村
上
天
皇
誕
生
五
夜
の
『
李

部
王

記
』
延
長
四
年
（
九
l
　
H
〈
）
六
月
六
日
条
に
「
供
威
儀
御
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

描
蜘
献
雌
ガ
置
」
、
あ
る
い
は
崇
徳
院
誕
生
五
夜
の
『
源
礼
委
記
』
元
永

1lur
　
（
1
1
1
九
）
六
月
二
日
条
に
「
次
供
威
儀
御
膳
、
噸
物
猷
什
酬
縮
・

舘
麟
好
肝
㎜
懸
献
棟
古斗
猷
酪
ゴ
粁
醐
針
弍醐
」
お
よ
び
六
月
七
日
条
掲
載

の

御
産
定
五
夜
の
儀
に
コ
、
威
儀
御
膳
白
木
盤
六
＋
枚
」
と
あ
る
の
を

総
合
す
る
と
、
花
足
が
あ
り
白
木
に
胡
粉
を
塗
り
銀
泥
で
絵
付
け
し
た

花
盤
の

上

に
、
各
種
盛
物
を
白
木
の
御
盤
各
一
枚
に
盛
っ
て
据
え
る
の

が
定
法
で

あ
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、
銀
盤
に
御
膳
六
十
圷
を
盛
っ
た
第
九

夜
の
作
法
は
趣
を
頗
る
異
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

O
も
同
じ
く
敦
成
皇
子
の
第
五
夜
に
「
御
厨
子
二
脚
柏
」
（
『
小
右
記
」
）
、

r先
是
以
白
木
三
階
御
厨
子
二
脚
」
（
前
掲
『
不
知
記
B
』
割
注
）
と
あ

る
よ
う
に
、
白
木
の
御
厨
子
が
定
法
で
あ
っ
た
か
ら
、
第
九
夜
の
大
螺

鍋
を

象
嵌

し
た
華
や
か
な
感
じ
の
御
厨
子
も
ま
た
「
い
と
様
異
に
い
ま

め

か

し
」
と
批
評
さ
れ
る
範
躊
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
の

如

v
、
「
儀
式
、
い
と
様
異
に
い
ま
あ
か
し
」
の
一
文
は
、

御
産
養
最
後
の
九
夜
に
威
儀
の
御
膳
を
銀
盤
に
盛
っ
た
点
と
、
そ
れ
を

据
え
る
御
厨
子
に
大
螺
細
が
施
さ
れ
て
い
た
点
に
、
従
前
の
作
法
と
異

な
る
新
味
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。

五
　
白
銀
の
御
衣
筥
、
海
賦
を
打
ち
出
で
て

　
御
衣
筥
は
敦
成
皇
子
に
進
上
す
る
御
衣
や
御
横
裸
を
納
め
た
衣
装
箱

で

あ
る
。
御
産
養
三
夜
の
『
不
知
記
A
』
寛
弘
五
年
九
月
＝
二
日
条
に

は

「
児
御
服
衣
竺
双
鶴
厭
灘
遵
驚
」
と
あ
り
、
打
敷
き
の

上
に

花
足
の

あ
る
下
机
を
置
い
て
覆
い
を
か
け
、
そ
の
上
に
榎
木
を
主

材
料
に
し
た
筥
に
銀
の
薄
板
な
ど
を
象
嵌
し
た
一
対
の
御
衣
筥
が
置
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

れ

て
い

た
。
さ
ら
に
『
不
知
記
B
』
同
日
条
の
「
皇
子
御
衣
納
筥
四
合

二
合
入

白
織
物
三
重
御
衣
、
同
綾
御
衣
、
浅
香
野
水
筥
也
、
以
銀
為
水
、
以
沈
為
石
、

在
薄
物
、
入
帷
・
繍
覆
、
件
筥
置
物
、
浅
香
螺
鋼
置
物
机
一
脚
、
在
敷
物
・
緒
等
、
権

大
夫
源
卿
所
奉
仕
也
、
二
合
御
櫨
裸
、
各
三
条
之
中
、
綾
二
条
、
絹
一
条
、
銀
打
出
　
・

海
浦
筥

也
、
以
浅
香
為
裏
、
在
薄
物
入
帷
・
繍
覆
等
、
権
亮
藤
原
朝
臣
所
奉
仕
也
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件
御
衣
等
、
殿
上
四
位
昇
之
、
付
女
房
。
」
に
よ
る
と
、
御
衣
筥
は
四

合
あ
り
、
打
敷
き
の
上
に
螺
鋼
を
象
嵌
し
た
浅
香
の
置
物
机
二
脚
を
据

え

て
、
各
々
に
衣
筥
を
二
合
ず
つ
置
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
正
三

位
中
宮
権
大
夫
源
俊
賢
が
奉
仕
し
た
二
合
は
、
浅
香
の
木
地
に
銀
や
沈

香
の
薄
板
を
嵌
入
し
て
流
水
や
石
が
あ
る
野
中
の
景
を
表
わ
し
た
御
衣

筥
で
、
中
に
白
織
物
三
重
襲
の
御
衣
と
白
綾
織
物
の
御
衣
を
納
め
た
。

も
う
一
組
の
御
衣
筥
二
合
は
、
正
四
位
下
中
宮
権
亮
藤
原
実
成
が
献
じ
、

そ

れ
ぞ

れ
に

御
穣
裸
の
白
綾
二
条
と
白
絹
一
条
を
納
め
た
。
こ
の
御
衣

筥
に
は
、
銀
の
薄
板
を
打
出
し
地
彫
り
し
た
海
賦
の
模
様
が
施
さ
れ
て

い
た
。

　

ま
た
御
産
養
五
夜
に
は
、
『
不
知
記
B
』
寛
弘
五
年
九
月
一
五
日
条

に

「
皇

子

御
衣
納
白
地
讃
衣
筥
四
合
離
裁
諮
雛
歓
議
物
三

飴
叡
醐
繊裸
ぶ
雌
拒
麟
繊
編
庖芸
、
白
木
螺
鍋
置
物
机
二
脚
耗
粕
繊
紬
轍
物
、

右
近
衛
中
将
藤
原
兼
隆
卿
・
左
近
衛
中
将
源
経
房
卿
・
春
宮
権
大
夫
同

頼
通
卿
・
権
亮
実
成
朝
臣
昇
之
、
付
女
房
供
之
、
」
と
あ
り
、
白
木
の

螺
鉗
置
物
机
二
脚
に
、
そ
れ
ぞ
れ
白
地
に
螺
鋼
を
施
し
た
御
衣
筥
を
二

合
一
対
に
し
て
置
い
た
。
こ
の
う
ち
二
合
に
は
、
御
衣
の
白
織
物
三
重

襲
と
白
綾
織
物
を
各
三
領
納
め
、
残
り
二
合
に
は
御
横
裸
の
白
綾
と
白

絹
を
各
三
条
納
め
た
。

　
『
紫
日
記
』
御
産
養
九
夜
の
「
白
銀
の
御
衣
筥
、
海
賦
を
打
ち
出
で

て
」
と
あ
る
記
事
の
詳
細
を
知
る
史
料
は
な
い
が
、
第
三
夜
に
実
成
が

献

じ
た
『
不
知
記
B
』
の
御
衣
筥
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
豪
華
精
巧
を
尽

く
し
た
筥
物
を
想
定
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。

六
　
室
礼
と
装
束
の
変
更

　
寛
弘
五
年
九
月
十
日
寅
の
刻
、
中
宮
の
御
座
所
は
尋
常
の
御
帳
を
撤

去

し
て
、
白
木
の
御
帳
、
白
綾
面
の
御
屏
風
十
二
帖
、
同
御
几
帳
、
白

縁
の
御
座
な
ど
を
鋪
設
し
た
（
『
不
知
記
B
』
）
。
翌
十
一
日
敦
成
皇
子

誕
生
に

よ
り
女
房
の
装
束
も
当
色
の
白
一
色
に
変
わ
っ
た
（
『
紫
日
記
』

一
四
）
。
そ
し
て
御
産
養
七
夜
の
翌
八
日
に
「
八
日
、
人
々
、
い
ろ
い

ろ
装
束
き
か
へ
た
り
」
（
『
紫
日
記
』
1
1
1
）
と
あ
り
、
装
束
や
室
礼
が

再
び

平
常
時
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
多
色
多
彩
に
戻
っ
た
御
産
養

九
夜
の
儀
の
一
端
を
『
紫
日
記
』
は
、
「
今
宵
は
、
表
朽
木
形
の
几
帳
、

例
の
様
に
て
」
以
下
、
　
r
ま
た
、
人
の
姿
も
さ
や
か
に
ぞ
見
え
な
さ
れ

け
る
」
ま
で
の
記
事
に
切
り
取
っ
て
批
評
し
た
の
で
あ
る
。
白
地
に
蘇

芳
で
朽
木
文
様
を
摺
っ
た
朽
木
形
の
几
帳
は
、
前
日
ま
で
の
白
綾
の
几

帳
と
趣
向
を
異
に
し
て
新
鮮
に
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
崇

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

徳
院
生
後
八
日
の
『
源
礼
委
記
』
元
永
二
年
（
＝
一
九
）
六
月
五
日

条

「
早
旦
撤
御
座
井
御
几
帳
・
御
屏
風
等
、
供
尋
常
御
装
束
、
公
卿
座
・

屏
風
等
同
被
立
替
、
但
御
帳
暫
不
被
立
替
」
、
通
仁
親
王
生
後
八
日
の

『
花

園
左
府
記
』
天
治
元
年
（
＝
1
l
四
）
六
月
六
日
条
「
次
寝
殿
南

面
、
出
女
房
衣
、
色
々
思
々
也
」
、
同
『
中
右
記
』
天
治
元
年
六
月
六

日
条
の
「
今
朝
撤
白
御
屏
風
・
御
几
帳
等
、
供
尋
常
御
装
束
等
」
な
ど

に
、
生
後
八
日
目
の
朝
に
、
御
座
、
御
几
帳
、
御
屏
風
、
御
装
束
を
通

常
の
に
交
換
し
て
、
女
房
の
衣
装
も
「
色
々
思
い
思
い
」
で
あ
っ
た
と

見
え

る
。
ま
た
第
九
夜
の
有
様
は
、
藤
原
為
房
の
『
大
記
』
康
和
五
年

一
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（
1
1
0
三
）
正
月
二
四
日
条
の
鳥
羽
天
皇
生
後
九
夜
の
場
合
、
「
今
夜

立
倭
絵
四
尺
屏
風
、
又
立
纐
纈
几
帳
、
女
房
出
紅
袖
、
灘
紙
置
色
々
薄

様
、
例
事
也
」
と
あ
り
、
彩
色
や
ま
と
絵
の
四
尺
屏
風
や
帷
の
文
様
を

絞

り
染
め
に
し
た
纐
纈
の
几
帳
に
交
換
し
、
灘
紙
も
色
々
の
薄
様
を
置

き
、
女
房
の
衣
装
も
彩
色
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

　
な
お
、
『
紫
日
記
」
の
「
人
々
は
濃
き
う
ち
物
を
上
に
着
た
り
」
は
、

濃
い
紅
の
打
衣
と
解
す
る
の
が
定
説
だ
が
、
こ
こ
は
蘇
芳
で
摺
っ
た
朽

木
形
の
屏
風
と
一
対
の
記
事
で
あ
り
、
康
和
五
年
正
月
二
四
日
鳥
羽
天

皇
生
後
九
夜
の
「
女
房
出
衣
染
衣
也
、
蘇
芳
濃
打
衣
」
（
『
中
右
記
』
）
、

天
治
元
年
六
月
七
日
通
仁
親
王
生
後
九
夜
の
「
第
九
夜
也
、
（
中
略
）

今
夜
改
白
衣
、
思
々
色
也
、
女
房
装
束
濃
蘇
芳
放
、
御
几
丁
・
御
屏
風

等
昨
日
不
被
改
也
」
（
『
花
園
左
府
記
』
）
、
大
治
二
年
（
二
二
七
）
九

月
l
九
日
後
白
河
院
第
九
夜
に
「
今
日
九
夜
也
、
（
中
略
）
撤
白
御
几

帳
’
御
座
等
、
立
尋
常
御
几
帳
、
敷
同
畳
等
、
女
房
廿
人
出
袖
離
櫛
W

盤
璽
轟
轟
聾
雄
」
（
『
九
民
記
』
）
と
あ
る
記
事
を
勘
案
す
る

と
、
「
濃
き
う
ち
物
」
は
、
濃
い
紅
の
打
衣
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

濃
い
蘇
芳
の
打
衣
と
解
す
る
の
が
穏
当
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

七

給
禄
を
叙
述
し
な
い
理
由

　
『
紫
日
記
』
の
敦
成
皇
子
御
産
養
五
夜
、
七
夜
に
は
章
段
末
に
給
禄

の

詳
細
を
記
し
て
終
結
す
る
特
徴
が
見
ら
れ
た
が
、
第
九
夜
に
給
禄
の

記
事

は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
話
題
の
重
複
を
避
け
た
省
筆
で
は

な
く
、
御
産
養
九
夜
に
給
禄
の
儀
礼
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

と
見
ら
れ
る
。
前
掲
表
1
の
諸
記
録
に
給
禄
の
記
載
が
な
い
の
も
こ
れ

を
傍
証
し
て
い
る
が
、
鳥
羽
天
皇
御
産
養
九
夜
の
『
大
記
』
康
和
五
年

（
1
10
三
）
正
月
二
四
日
条
に
「
今
夜
不
給
御
禄
、
旧
例
也
、
錐
召

国
々
九
夜
禄
、
無
近
例
之
由
、
余
所
申
也
、
乃
被
止
之
、
寛
弘
・
承
暦

両
度
佳
例
、
九
夜
無
禄
」
と
あ
り
、
第
九
夜
に
給
禄
の
な
い
こ
と
が
寛

弘
及
び

承
暦
三
年
七
月
の
佳
例
と
さ
れ
、
君
仁
親
王
生
後
九
夜
の
『
為

隆
卿
記
』
天
治
元
年
（
＝
二
四
）
六
月
三
日
条
に
も
「
今
日
第
九
夜

也
、
（
中
略
）
無
御
遊
、
無
禄
、
是
例
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
無
禄
が

後
世
の
典
例
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
敦
成
皇
子
御
産
養
九
夜
に
は
給
禄
の
作
法
が
な
く
、

『
紫

日
記
』
に
も
こ
れ
が
記
述
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
八
　
御
産
養
九
夜
の
叙
述
構
成

　
　
ニ
ロ

　
前
稿

同
様
に
前
掲
表
1
の
『
紫
日
記
」
M
1
～
M
9
の
本
文
を
さ
ら

に

事
態
の

叙
述

と
作
者
の
寸
評
と
に
分
け
て
掲
げ
、
当
章
段
の
年
時
、

主
構
成
、
叙
述
内
容
の
展
開
細
目
、
主
題
な
ど
を
略
記
し
て
文
章
の
骨

格
を
表
示
す
る
と
、
次
の
表
2
の
如
く
で
あ
る
。
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表
2

寛弘5年9月19日 年時

後　半　部 前　半　部

各　　論 総論

支持説明文
主
構
成

具体的説明H 具体的説明1
主
題
文

③ ② ① ③ ② ①

9 8 7 6 5 4 3 2 1 Nα

妄
雲
も
と
き
ふ
人
の

ま
宍
人
の
姿
も

透
き
た
る
唐
衣
ど
も
｛
ミ

た人
り　々°は

　濃
　　き

　　う

　ち
　物
　を
　上
　に
　着

例今の宵

様は
に　、
て表’朽

　木
　形
　の
　几
　帳

と出白
なで銀
れての
ど　’御’蓬衣

　莱筥
　な　’

　ど海
　　’賦

　例を
　の打
　こち

儀
ヰ
Σ
様
異
に

ゑ白
たき
り御゜厨

　
三
　
具
　
に
　
ま
　
ゐ
　
　
り
　
据

夫九つ　日

かの●
う夜
まは
つ　　、

り春
た宮
まの●
ふ権゜の■

　大

事
態
の

叙
述 紫
式
部

日
記
本
文恥

見

呉
2
夜
な
鷹

れさ
けや
るか゜に

　ぞ
　見
　え
　な
　　さ

しつ
てや
見つ
えや
たと
るお、し

　わ
　た

く　め、づ

警；
ぱ
霞
唾
く

ぬ尽はにい
こ　くなをま
そすちかめ
わべて　しか
ろきはき　し
けに　’をう
れもま　’こ゜あねとま

　らびりか

い

ま
め
か
㌧

作
者
の
寸
評

もこ
とま

　9

女
房
た

ち

色宏

　璽

籟
連

頼
通

登
場
人
物

階・二
級四二　位位

非正
参三
議位

（下位） 高　位

÷
叙
法

女　房 （殿方） 殿　方

道長邸寝殿東母屋 道長邸寝殿東廟南 道長邸 所

装個
姿人
　の
　衣

装各
姿人
　裟

と羅
打の
衣唐
　衣

姿濃
　　き

　打
　衣

几朽
帳木
　形　の

匠衣白
　筥銀　の　の

　意御

子螺と膳威一細白六儀

双御木十の
　厨大杯御

主期
催日
者

主
内
容

恥こ
　ま
　
雲
　
　
も
　
　
と
　
の

人
の
姿

打透
衣き
　た
　　る

　唐
　衣

濃

き
打
衣
姿

朽
木
形
の

几
帳

蓬海白
莱賦銀
山　　の

　　御
　　衣
　　筥

白威
き儀
御の
厨御
子膳
豆

産東九
養宮日
　権の
　大夜
　夫
　の
　御

具
体
例

叙
述
内
容
の
展
開
細
目

趣向に欠
けた美

趣向の美 唐衣と打衣
の美

濃き打衣姿の美

朽木形の
几帳の美

白銀の御衣筥の
精巧な美

威儀の御膳と白木
御厨子の趣向美

装束の様 几帳の様 御衣筥の様 進物供進の様

尋常の装束の美

頼
通
主
催
の
御
産
養
九
夜

個別的叙述 具体的叙述 包括的叙述

尋常の調

度の美

型通りの意匠だが

精巧を尽くす美
型破りの作法美

話
題
描
写

批判 賞賛・奉祝

室　内

視覚的美観

室礼と装束の美 威儀の御膳と御衣筥の供進 副題

頼通主催の御産養九夜 主題
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こ
の
章
段
は
寛
弘
五
年
九
月
十
九
日
の
御
産
養
九
夜
の
有
様
を
大
き

く
総
論
（
陥
1
）
と
各
論
（
M
2
～
9
）
に
分
け
た
二
段
型
で
構
成
さ

れ

て
い

る
。
総
論
は
主
題
提
示
の
主
題
文
で
あ
り
、
各
論
は
主
題
を
詳

し
く
説
明
す
る
支
持
説
明
文
と
し
て
そ
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た

各
論
す
な
わ
ち
支
持
説
明
文
は
、
さ
ら
に
具
体
的
説
明
1
（
M
2
～
4
）
、

具
体

的
説
明
1
（
M
5
～
9
）
に
二
分
で
き
、
具
体
的
説
明
1
は
章
段

前
半
部
を
担
い
、
具
体
的
説
明
1
は
章
段
後
半
部
に
相
当
す
る
。

　

さ
て
、
前
半
部
す
な
わ
ち
具
体
的
説
明
1
は
、
話
題
①
②
③
で
成
る
。

①

は
翫
1
の
主
題
文
を
承
け
て
、
主
催
者
東
宮
権
大
夫
頼
通
の
献
じ
た

威

儀
の
御
膳
を
御
厨
子
棚
に
据
え
た
記
事
で
あ
る
。
既
述
し
た
如
く

『
不
知
記

B
』
に
よ
る
と
、
威
儀
の
御
膳
六
十
圷
は
銀
盤
一
枚
毎
に
盛

り
、
大
螺
銅
を
象
嵌
し
た
白
木
の
御
厨
子
棚
二
脚
に
供
え
た
。
こ
れ
を

『
紫

日
記
』
は
「
白
き
御
厨
子
一
具
に
ま
ゐ
り
据
ゑ
た
り
」
と
頗
る
簡

潔
に
記
し
た
。
②
は
①
の
評
価
所
見
で
あ
る
。
威
儀
の
御
膳
を
白
木
の

御
盤
で
は
な
く
銀
盤
に
盛
り
、
大
螺
細
を
嵌
入
し
た
華
や
か
な
御
厨
子

に

陳
列
し
た
こ
と
に
、
従
前
と
違
う
九
夜
の
儀
の
型
破
り
な
「
い
ま
め

か

し
」
さ
を
発
見
し
て
い
る
。
③
は
蓬
莱
山
図
な
ど
祝
儀
の
意
を
遇
し

た
御
衣
筥
を
型
通
り
の
意
匠
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
豪
華
精
妙
の
筆
舌

に

尽

く
し
難
い
こ
と
を
絶
賛
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
②
の
直
後
に
並
記

し
て
、
②
と
同
様
の
「
い
ま
め
か
し
」
い
美
を
見
出
し
て
九
夜
の
儀
を

奉
祝
し
た
の
で
あ
る
が
、
蓬
莱
山
は
『
列
子
』
湯
問
第
五
に
、

　
　
其
上
台
観
皆
金
玉
、
其
上
禽
獣
皆
純
縞
。
珠
汗
之
樹
皆
叢
生
、
華

　
　
実
皆
有
滋
味
、
食
之
皆
不
老
不
死
。
所
居
之
人
皆
仙
聖
之
種
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　

日
l
夕
飛
相
往
来
者
不
可
数
焉
。

と
あ
り
、
金
玉
の
宮
殿
や
、
朱
玉
の
樹
が
茂
り
、
不
老
不
死
の
仙
人
が

住
む
所
と
し
て
、
永
遠
の
命
と
永
遠
の
楽
園
と
を
連
想
さ
せ
る
。
従
っ

て
、
『
紫
日
記
』
に
あ
え
て
「
蓬
莱
」
の
地
名
を
加
え
た
の
は
、
蓬
莱

山
図
の
意
匠
の
美
だ
け
で
な
く
、
蓬
莱
山
の
神
仙
思
想
に
準
え
て
、
敦

成
皇
子
の
長
命
と
未
来
永
劫
に
亘
る
栄
耀
栄
花
を
表
徴
す
る
暗
喩
的
表

現

と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
後
半
部
、
具
体
的
説
明
H
も
話
題
①
②
③
か
ら
成
る
。
①
は
M

5
の
朽
木
形
の
屏
風
と
、
M
6
の
打
衣
姿
を
対
比
的
に
記
し
て
、
そ
の

美
麗

さ
を
統
合
し
て
r
め
づ
ら
し
く
て
心
に
く
く
、
な
ま
め
い
て
見
ゆ
」

と
批
評
し
た
構
文
で
あ
る
。
白
色
か
ら
通
常
の
多
色
多
彩
に
転
じ
た
第

九
夜
の
寝
殿
東
母
屋
の
様
相
を
、
調
度
と
装
束
、
両
面
の
美
で
切
り
取
っ

て
い

る
の
で
あ
る
。
M
5
に
朽
木
形
の
屏
風
を
「
な
ま
め
い
て
見
ゆ
」

と
評
し
た
『
紫
日
記
」
の
美
感
は
、
『
枕
草
子
」
「
な
ま
め
か
し
き
も
の
」

章
段
に
も
「
青
や
か
な
る
簾
の
し
た
よ
り
、
几
帳
の
朽
木
形
い
と
つ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
シ

や

か
に

て
、
紐
の
吹
き
な
び
か
さ
れ
た
る
、
い
と
を
か
し
」
と
見
ら
れ

る
如
く
、
蘇
芳
摺
り
の
朽
木
形
文
様
に
清
新
で
華
麗
な
美
を
発
見
し
た

の

で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
打
衣
姿
の
優
美
さ
を
包
括
的
に
叙
述
し
た
恥
6

を
、
②
の
M
7
で
改
め
て
具
体
的
に
打
衣
の
色
彩
が
羅
の
唐
衣
か
ら
透

け
て
等
し
な
み
に
「
つ
や
つ
や
」
と
見
渡
さ
れ
る
装
束
美
を
再
説
す
る
。

こ
れ
に
続
く
②
M
8
の
「
人
の
姿
」
は
、
各
人
の
趣
向
が
は
っ
き
り
と

見
て
取
れ

る
衣
装
姿
で
あ
り
、
彩
色
の
装
束
が
許
さ
れ
た
第
九
夜
の
儀

ゆ
え
の
美
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
②
で
は
尋
常
の
装
束
の
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美

を
、
M
7
で
具
体
的
に
、
M
o
o
で
固
別
的
に
捉
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ

r
つ
や

つ
や

と
お
し
わ
た
し
て
見
え
た
る
」
、
r
さ
や
か
に
ぞ
見
な
さ
れ

け
る
」
と
対
比
的
に
批
評
す
る
。

　
最
後
の
③
㎞
9
は
、
こ
ま
の
お
も
と
の
「
恥
」
を
加
え
て
御
産
養
の

記
事

を
閉
じ
て
い
る
。
こ
の
「
恥
」
は
、
一
説
に
美
貌
の
采
女
少
高
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

が
公
卿
ら
の
酔
談
に
巻
込
ま
れ
と
言
う
が
、
諸
注
の
多
く
が
不
明
と
す

る
。
こ
こ
は
、
直
前
の
M
8
が
個
別
的
な
観
点
で
各
人
の
衣
装
美
を
賞

賛
し
、
こ
れ
と
対
照
的
に
M
9
が
「
こ
ま
の
お
も
と
」
個
人
を
標
的
に

し
た
個
別
的
な
批
判
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
M
8
と
M
9
は
構
文

的
に
対
偶
の
関
係
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
加
え
て
、
少
将
の
お
も
と
が

御
産
養
五
夜
に
見
劣
り
す
る
白
銀
の
箔
の
裳
を
着
け
た
こ
と
で
、
「
少

将
の
お
も
と
の
、
こ
れ
ら
に
は
劣
り
な
る
白
銀
の
箔
を
人
々
つ
き
し
ろ

ふ
」
　
（
『
紫
日
記
』
一
八
）
と
諺
り
種
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
て
、

こ
ま
の
お
も
と
の
「
恥
」
の
内
実
は
、
晴
儀
の
奉
祝
の
席
に
余
り
に
も

見
劣
り
す
る
無
味
乾
燥
な
趣
向
の
装
束
で
あ
っ
た
こ
と
が
批
判
の
標
的

に

な
っ
た
の
で
な
い
か
と
考
量
さ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
御
産
養
最
終
第
九
夜
の
構
成
法
は
、
初
日
第
三
夜
の

『
紫
日
記
』
に
お
い
て
具
体
的
説
明
1
に
話
題
①
②
③
、
具
体
的
説
明

m
に
話
題
①
②
③
を
配
置
し
て
展
開
し
た
の
と
ま
っ
た
く
同
工
の
構
成

　
　
　
お
　

で

あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
と
い
う
よ
り
も
、
御
産
養
の
儀
を
総
括

す

る
べ
く
、
初
日
第
三
夜
に
最
終
第
九
夜
の
構
成
を
照
応
さ
せ
た
『
紫

日
記
』
の
意
識
的
な
構
成
法
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

九
　
ま
と
め

　
『
紫
日
記
』
当
章
段
は
東
宮
権
大
夫
藤
原
頼
通
主
催
の
敦
成
皇
子
御

産
養
九
夜
の
日
記
で
あ
る
が
、
第
三
夜
、
第
五
夜
、
第
七
夜
の
儀
と
異

な
り
、
当
章
段
に
頼
通
が
直
接
姿
を
現
す
こ
と
は
な
い
。
主
催
者
と
し

て
名
ば
か
り
の
形
で
の
間
接
的
な
登
場
に
な
る
。

　
『
紫
日
記
』
御
産
養
各
夜
の
記
事
で
は
対
句
あ
る
い
は
対
比
に
よ
る

描
写
が

多
く
見
ら
れ
た
ほ
か
、
人
物
を
身
分
の
高
位
か
ら
下
位
の
順
に

配
置

し
た
り
、
性
別
で
は
男
性
を
女
性
に
優
先
し
て
叙
述
す
る
特
色
な

ど
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
第
九
夜
の
記
事
も
同
様
の
手
法
に
よ
る
叙
述

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
当
章
段
の
前
半
部
、
後
半
部
を
形
成
す
る
各
論
全
編
は
視
覚
的

な
美
観
で
貫
か
れ
て
い
る
が
、
前
半
部
で
頼
通
の
供
進
し
た
威
儀
の
御

膳

と
、
二
人
の
公
卿
が
献
上
し
た
御
衣
筥
に
、
各
々
「
い
ま
め
か
し
」

rい
ま
め
か
し
う
こ
ま
か
に
を
か
し
き
を
、
と
り
は
な
ち
て
は
、
ま
ね

び
尽
す
べ
き
に
も
あ
ら
ぬ
こ
そ
わ
う
け
れ
」
と
批
評
し
た
よ
う
に
、
儀

式
作
法
に
今
風
の
目
新
し
さ
を
見
つ
け
、
御
衣
筥
に
絶
賛
し
か
な
い
趣

向
の
美
を
発
見
す
る
。
ま
た
御
衣
筥
の
蓬
莱
山
図
は
、
図
様
の
意
匠
美

に

留
ま
ら
ず
、
敦
成
皇
子
の
恒
久
の
栄
耀
栄
花
を
表
徴
す
る
暗
喩
的
表

現
で

あ
ろ
う
こ
と
も
前
言
し
た
。
こ
れ
に
続
く
後
半
部
で
は
室
礼
の
調

度
と
女
房
た
ち
の
装
束
に
着
目
し
、
白
色
か
ら
色
彩
豊
か
な
時
空
間
に

変

わ
っ
た
儀
式
の
様
相
を
多
角
的
な
視
点
で
捉
え
る
。
室
礼
の
新
鮮
な

趣
の
美
や
、
女
房
ら
の
装
束
の
優
美
さ
や
趣
向
に
優
り
劣
り
の
美
を
発
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見

し
、
随
所
に
「
め
づ
ら
し
く
て
心
に
く
く
、
な
ま
め
い
て
見
ゆ
」

F
つ
や

つ
や

と
お
し
わ
た
し
て
見
え
た
る
」
「
さ
や
か
に
ぞ
見
え
な
さ
れ

け
る
」
「
恥
見
は
べ
り
し
夜
な
り
」
と
の
批
評
句
を
点
綴
し
て
晴
儀
を

慶
賀
し
、
御
産
養
を
締
め
括
る
に
ふ
さ
わ
し
い
最
終
第
九
夜
の
祝
儀
記

事
の
本
領
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
最
後
に
当
章
段
の
主
題
と
副
題
だ
が
、
主
題
は
「
頼
通
主
催
の
御
産

養
九
夜
」
で
あ
る
。
副
題
は
前
半
部
が
「
威
儀
の
御
膳
と
御
衣
筥
の
供

進
」
、
後
半
部
が
「
室
礼
と
装
束
の
美
」
で
あ
る
。

注
（
1
）
　
小
谷
野
純
一
氏
『
紫
式
部
日
記
』
笠
間
文
庫
、
笠
間
書
院
、
平
成
2
0

　
　
年
。
以
下
、
本
文
と
章
段
は
同
書
に
よ
る
。

（
2
）
　
山
中
裕
氏
ほ
か
『
栄
花
物
語
①
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学

　
　
館
、
平
成
7
年
。
以
下
、
特
に
断
わ
ら
な
い
と
き
は
同
書
に
よ
る
。

（
3
）
　
『
権
記
第
三
』
史
料
纂
集
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
8
年
。

（
4
）
　
『
小
右
記
二
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
6
2
年
。

（
5
）
　
出
典
右
肩
の
＊
は
、
『
御
産
部
類
記
上
・
下
』
　
（
図
書
寮
叢
刊
、
明
治

　
　
書
院
、
昭
和
5
6
年
・
同
5
7
年
）
所
収
本
に
よ
る
。
以
下
、
＊
は
す
べ
て

　
　
同
書
所
収
本
に
よ
る
。
『
不
知
記
A
B
C
』
の
呼
称
は
『
御
産
部
類
記

　
　
上
』
の
掲
載
順
に
、
A
（
五
八
頁
）
、
B
（
六
〇
頁
）
、
o
（
七
l
頁
）

　
　
と
し
、
以
下
こ
れ
に
よ
る
。

（
6
）
　
『
公
卿
補
任
』
寛
弘
五
年
条
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
　
公
卿
補
任
第

　
　
一
篇
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
4
6
年
）
。

（
7
）
　
玉
井
幸
助
氏
『
紫
式
部
日
記
』
（
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
、

　
　
昭
和
3
0
年
）
、
池
田
亀
鑑
氏
『
紫
式
部
日
記
』
（
至
文
堂
、
昭
和
3
8
年
）
、

　
　
池

田
亀
鑑
・
秋
山
度
氏
『
枕
草
子
　
紫
式
部
日
記
』
（
日
本
古
典
文
学

　
　
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
4
4
年
）
、
山
本
利
達
氏
『
紫
式
部
日
記
　
紫

　
　
式
部
集
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、
昭
和
5
5
年
）
、
中
野
幸
一

　
　
氏
ほ
か
『
和
泉
式
部
日
記
　
紫
式
部
日
記
　
更
級
日
記
　
讃
岐
典
侍
日

　
　
記
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
6
年
）
、
山
本
淳
子

　
　
氏

『
紫
式
部
日
記
　
現
代
語
訳
付
き
』
（
角
川
文
庫
、
角
川
学
芸
出
版
、

　
　
平
成
2
2
年
）
。

（o

o
）
　
伊
藤
博
氏
ほ
か
『
土
佐
日
記
　
蜻
蛉
日
記
　
紫
式
部
日
記
　
更
級
日

　
　
記
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
平
成
8
年
。

（
9
）
　
曾
沢
太
吉
・
森
重
敏
氏
『
紫
式
部
日
記
新
釈
』
（
武
蔵
野
書
院
、
昭

　
　
和
4
3
年
）
、
萩
谷
朴
氏
『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
上
巻
』
（
角
川
書
店
、
昭

　
　
和
4
6
年
）
・
同
『
校
注
紫
式
部
日
記
』
（
新
典
社
、
昭
和
6
0
年
）
。

（
9
）
　
前
掲
注
（
1
）
参
照
。

（
1
）
　
松
村
博
司
氏
『
栄
花
物
語
全
注
釈
二
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
5
1
年
）
、

　
　
山
中
裕
氏
ほ
か
『
栄
花
物
語
①
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学

　
　
館
、
平
成
7
年
）
。

（
1
2
）
　
山
本
利
達
氏
『
紫
式
部
日
記
　
紫
式
部
集
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
、

　
　
新
潮
社
、
昭
和
5
5
年
。

（
1
3
）
　
玉
井
幸
助
氏
『
紫
式
部
日
記
』
（
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
、

　
　
昭
和
3
0
年
）
、
池
田
亀
鑑
・
秋
山
度
氏
「
枕
草
子
　
紫
式
部
日
記
』
（
日

　
　
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
4
4
年
）
、
山
本
利
達
氏
『
紫
式

　
　
部
日
記
　
紫
式
部
集
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、
昭
和
5
5
年
）
、

　
　
中
野
幸
一
氏
ほ
か
『
和
泉
式
部
日
記
　
紫
式
部
日
記
　
更
級
日
記
　
讃

　
　
岐
典
侍
日
記
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
6
年
）
、

　
　
伊
藤
博
氏
ほ
か
『
土
佐
日
記
　
蜻
蛉
日
記
　
紫
式
部
日
記
　
更
級
日
記
』

　
　
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
平
成
8
年
）
、
山
本
淳
子
氏

　
　
『
紫
式
部
日
記
　
現
代
語
訳
付
き
』
（
角
川
文
庫
、
角
川
学
芸
出
版
、
平
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成
2
2
年
）
。

（
1
4
）
　
池
田
亀
鑑
氏
『
紫
式
部
日
記
』
（
至
文
堂
、
昭
和
3
8
年
）
、
曾
沢
太
吉
・

　
　
森
重
敏
氏
『
紫
式
部
日
記
新
釈
』
（
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
4
3
年
）
、
萩
谷

　
　
朴
氏
『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
上
巻
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
4
6
年
）
・
同

　
　
『
校
注
紫
式
部
日
記
』
（
新
典
社
、
昭
和
6
0
年
）
。

（
1
）
　
前
掲
注
（
1
）
参
照
。

（
1
6
）
　
池
田
亀
鑑
氏
『
紫
式
部
日
記
』
（
至
文
堂
、
昭
和
3
8
年
）
、
曾
沢
太
吉
・

　
　
森
重
敏
氏
『
紫
式
部
日
記
新
釈
』
（
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
4
3
年
）
、
萩
谷

　
　
朴
氏
『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
上
巻
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
4
6
年
）
・
同

　
　
『
校
注
紫
式
部
日
記
』
（
新
典
社
、
昭
和
6
0
年
）
。

（
1
）
　
中
野
幸
一
氏
『
う
つ
ほ
物
語
②
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学

　
　
館
、
平
成
1
3
年
。

（
1
8
）
　
前
掲
注
（
1
7
）
参
照
。
ほ
か
に
、
河
野
多
麻
氏
『
宇
津
保
物
語
二
』

　
　
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
3
6
年
。

（
1
）
　
阿
部
秋
生
・
秋
山
度
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
氏
『
源
氏
物
語
①
』

　
　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
6
年
。

（
2
0
）
　
前
掲
注
（
1
9
）
参
照
。
ほ
か
に
、
金
子
元
臣
氏
『
定
本
源
氏
物
語
新

　
　
解
上
』
（
明
治
書
院
、
昭
和
3
4
年
）
、
山
岸
徳
平
氏
校
注
『
源
氏
物
語

　
　
1
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
4
3
年
）
、
池
田
亀
鑑
校

　
　
注
『
源
氏
物
語
一
』
（
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
4
7
年
）
、

　
　
石
田
穣
二
・
清
水
好
子
校
注
『
源
氏
物
語
二
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、

　
　
新
潮
社
、
平
成
1
年
）
o

（2
1
）
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
節
用
集
』
（
≦
〉
宗
ふ
ト
⊃
）

（
2
2
）
　
『
貞
丈
雑
記
』
新
訂
増
補
故
実
叢
書
、
明
治
図
書
出
版
、
昭
和
2
7
年
。

（
2
）
　
小
島
憲
之
’
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
氏

　
　
『
日
本
書
紀
①
』
新
編
日
本
古
曲
ハ
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
6
年
。

　
　
以
下
、
同
『
日
本
書
紀
②
』
（
平
成
o
o
年
）
、
『
日
本
書
紀
③
』
（
平
成
1
0

　
　
年
）
も
使
用
。

（
2
）
　
⑥
で
は
、
『
日
本
書
紀
』
（
国
史
大
系
、
経
済
雑
誌
社
、
大
正
6
年
）
、

　
　
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
氏
『
日
本
書
紀
下
」

　
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
4
7
年
）
、
武
田
祐
吉
氏
『
日

　
　
本
書
紀
二
』
（
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
4
9
年
。
）
、
佐
伯

　
　
有
義
氏
『
増
補
六
国
史
　
日
本
書
紀
』
（
名
著
普
及
会
、
昭
和
5
7
年
）
、

　
　
黒
板
勝
美
氏
『
訓
読
日
本
書
紀
中
巻
』
（
岩
波
文
庫
、
昭
和
6
2
年
）
な

　
　
ど
。
◎
で
は
、
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
氏
『
日

　
　
本
書
紀
下
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
4
7
年
）
、
武
田

　
　
祐
吉
氏
『
日
本
書
紀
四
』
（
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
4
8

　
　
年
）
、
黒
板
勝
美
氏
『
訓
読
日
本
書
紀
下
巻
』
（
岩
波
文
庫
、
昭
和
6
2
年
）

　
　
な
ど
。

（
2
5
）
　
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
『
日
本
書
紀
第
二
十
九
天
武
天
雫
』
（
貴
3
3
‘
4
）
o

（
2
）
　
黒
板
勝
美
氏
『
訓
読
日
本
書
紀
下
巻
』
岩
波
文
庫
、
昭
和
6
2
年
。

（
2
7
）
　
武
田
祐
吉
氏
『
日
本
書
紀
六
』
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
、
昭

　
　
和
4
4
年
。

（
2
8
）
　
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
氏
『
日
本
書
紀
下
』

　
　
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
4
7
年
。

（
2
）
　
前
掲
注
（
2
5
）
参
照
。

（
3
）
　
武
田
祐
吉
氏
『
日
本
書
紀
六
』
（
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
、

　
　
昭
和
4
4
年
）
、
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
氏
『
日

　
　
本
書
紀
下
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
4
7
年
）
、
黒
板

　
　
勝
美
氏
『
訓
読
日
本
書
紀
下
巻
』
（
岩
波
文
庫
、
昭
和
6
2
年
）
。

（3
1
）
　
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
『
日
本
書
紀
第
三
十
持
美
、
r
a
』
　
（
貴
4
6
）
。

（
3
）
　
『
日
本
書
紀
』
（
国
史
大
系
、
経
済
雑
誌
社
、
明
治
3
0
年
）
、
坂
本
太

　
　
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
氏
（
『
日
本
書
紀
下
』
日
本
古

　
　
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
4
7
年
）
、
黒
板
勝
美
氏
『
訓
読
日
本
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書
紀
下
巻
』
（
岩
波
文
庫
、
昭
和
6
2
年
）
。

（
3
3
）
　
佐
伯
有
義
氏
『
増
補
六
国
史
　
日
本
書
紀
』
（
名
著
普
及
会
、
昭
和

　
　
5
7
年
）
も
同
様
。

（
3
4
）
　
『
続
日
本
後
紀
』
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
4
6
年
。

（
3
）
　
『
大
日
本
古
文
書
四
（
編
年
之
四
）
』
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編

　
　
纂
掛
、
明
治
3
6
年
．

（
3
）
　
『
大
日
本
古
文
書
五
（
編
年
之
五
）
』
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編

　
　
纂
掛
、
明
治
3
6
年
。

（
3
）
　
『
大
日
本
古
文
書
二
五
（
補
m
p
l
　
1
）
』
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編

　
　
纂
所
、
昭
和
1
5
年
。

（
3
8
）
　
『
延
喜
式
中
編
』
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
2
7
年
。

（
3
9
）
　
筒
井
英
俊
氏
『
東
大
寺
要
録
』
国
書
刊
行
会
、
昭
和
4
6
年
。

（
4
0
）
　
『
貞
信
公
記
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
3
1
年
。

（
4
1
）
　
『
九
暦
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
3
3
年
。

（
4
2
）
　
『
御
堂
関
白
記
下
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
5
2
年
。

（
4
3
）
　
『
吏
部
王
記
』
史
料
纂
集
、
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
4
9
年
。

（
4
4
）
　
『
御
堂
関
白
記
中
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
5
2
年
。

（
4
5
）
　
『
小
右
記
五
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
6
2
年
。

（
4
6
）
　
『
中
右
記
一
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
5
年
。

（
4
7
）
　
『
後
二
条
師
通
記
中
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
3
2
年
。

（
4
8
）
　
『
後
二
条
師
通
記
下
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
3
3
年

（
4
9
）
　
『
小
右
記
八
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
6
2
年
。

（
5
0
）
　
『
中
右
記
七
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
平
成
2
6
年
。

（
5
1
）
　
『
経
俊
卿
記
』
図
書
寮
叢
刊
、
明
治
書
院
、
昭
和
4
5
年
。

（
5
2
）
　
玉
井
幸
助
氏
「
紫
式
部
日
記
』
（
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
、

　
　
昭
和
3
0
年
）
、
曾
沢
太
吉
・
森
重
敏
氏
『
紫
式
部
日
記
新
釈
』
（
武
蔵
野

　
　
書
院
、
昭
和
4
3
年
）
．

（
5
3
）
　
池
田
亀
鑑
氏
「
紫
式
部
日
記
』
至
文
堂
、
昭
和
3
8
年
。

（
5
）
　
萩
谷
朴
氏
『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
上
巻
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
4
6
年
）
・

　
　
同
『
校
注
紫
式
部
日
記
』
（
新
典
社
、
昭
和
6
0
年
）
、
山
本
利
達
氏
『
紫

　
　
式
部
日
記
　
紫
式
部
集
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、
昭
和
5
5

　
　
年
）
、
中
野
幸
一
氏
ほ
か
『
和
泉
式
部
日
記
　
紫
式
部
日
記
　
更
級
日

　
　
記
　
讃
岐
典
侍
日
記
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成

　
　
6
年
）
、
小
谷
野
純
一
氏
『
紫
式
部
日
記
』
（
笠
間
文
庫
、
笠
間
書
院
、

　
　
平
成
1
9
年
）
、
山
本
淳
子
氏
『
紫
式
部
日
記
　
現
代
語
訳
付
き
』
（
角
川

　
　
文
庫
、
角
川
学
芸
出
版
、
平
成
2
2
年
）
。

（
5
）
　
拙
稿
「
『
紫
式
部
日
記
』
敦
成
皇
子
御
産
養
三
夜
に
つ
い
て
」
『
日
本

　
　
文
学
研
究
』
第
五
十
三
号
、
大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
、
平
成
2
6
年

　
　
．
，
月
o
　
r
『
紫
式
部
日
記
』
敦
成
皇
子
御
産
養
五
夜
に
つ
い
て
－
文
章
構

　
　
成
と
展
開
の
方
法
ー
」
『
日
本
文
学
研
究
』
第
五
十
四
号
、
平
成
2
7
年

　
　
2
月
o
　
F
『
e
w
式
部
日
記
』
敦
成
皇
子
御
産
養
七
夜
に
つ
い
て
」
「
日
本

　
　
文
学
研
究
』
第
五
十
五
号
、
平
成
2
8
年
2
月
参
照
。

（
5
）
　
小
林
勝
人
氏
『
列
子
（
下
）
』
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
昭
和
6
2
年
。

（
5
7
）
　
萩
谷
朴
氏
『
枕
草
子
上
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、
平
成
6

　
　
年
。

（
5
8
）
　
益
田
勝
実
氏
「
紫
式
部
日
記
の
新
展
望
」
『
日
本
文
学
史
研
究
』
第

　
　
一
号
、
日
本
文
学
史
研
究
会
、
昭
和
2
6
年
8
月
O

（
5
）
　
拙
稿
「
『
紫
式
部
日
記
』
敦
成
皇
子
御
産
養
三
夜
に
つ
い
て
」
『
日
本

　
　
文
学
研
究
』
第
五
十
三
号
、
大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
、
平
成
2
6
年

　
　
2
月
参
照
。
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